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すことを意識している、いわゆる「打込接布積み」 の石垣である。

　石積みの裏には、20 ～ 30 ㎝大の栗石が大量に裏込掘り方内

に充填されている。栗石の多くは石垣の石材と同じ花崗岩であ

るが、わずかながら流紋岩の川原石も認められた。また、裏込

内には石垣構築の際に混入したと考えられる陶磁器・瓦・土師

質土器・石臼・銅銭が出土した。

　石垣の西から６石目（2 段目）の石材は上辺幅 44 ㎝、下辺幅

38 ㎝、高さ 30 ㎝のやや横長の石材で、背面（裏込め側）に２

か所（①・②）、上面に１か所（③）で矢穴跡が認められた。矢

穴の形状は逆台形で、①は上面幅 8 ㎝、奥行 7 ㎝、②は上面幅

10 ㎝、奥行８㎝で、矢穴間隔は５㎝である。③は上面幅約７㎝、

奥行 6.5 ㎝である。

　石垣は自然堆積層（シルトと細砂の互層の無遺物層）を幅 1.7

ｍ、深さ 0.8 ｍ（検出面から根石下まで）を掘り込み、砂層の

上面に直接根石が据えられている。根石下には胴木や土留めなどの工法が用いられた形跡は認めら

れなかったが、平瓦（38）を根石下に置かれている箇所が認められた。土層断面から根石は砂層

上で安定しており、石垣の自重により沈下した形跡もない状況から、石垣自体は他の地点（交差点

地点）ほど高くなかった可能性が考えられる。

堀

　広島城の搦手（裏側）で城内外を区画する外堀に相当する「搦手の外堀」 の北東部にあたる。こ

の堀の南側が本丸の北側に位置する「外郭」で、北側が城外の「侍町」となる。前述の石垣は侍町

側の石垣である。

　本調査区内の堀の最深部は石垣から約４ｍ南の地点で 0.6 ｍで、地表面から 2.4 ｍの深さとなる。

石垣より南へ４ｍの箇所で根石下面より 20 ㎝下がる。堀の幅・深さは「正保絵図」によると「廣

十八間　深九尺」（１間＝６尺５寸として幅約 35.4 ｍ　深さ約 2.7 ｍ）とあり、堀の中央部分は更

に深くなると考えられる。石垣近くの堀底は灰白色の粗粒砂で、その上には 30 ㎝ほどの有機物を

含んだ暗灰色粘土が堆積しており、ここから木製品（下駄・蓋・曲物・枡・駒）や石臼、大量の陶

磁器や瓦などの土器など多くの遺物が出土した。

N

1.5m

1.0m

0 1m

（S=1/20）

① ②

③

第５図　矢穴のある石材平面図・
　　立面図（S=1/20）
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３　出土遺物

　石垣裏込内から栗石と共に陶磁器・土師質土器・瓦質土器・瓦・銅銭が出土し、堀内から多量の

陶磁器と金属製品・木製品が出土した。堀内から出土した遺物に関しては、保存処理の必要な遺物

（金属製品と木製品）のみを取り上げる。

　磁器（第７図１～ 13）は主に肥前系の染付が中心で、碗・皿・猪口の器種がある。生産年代は

碗が 17 世紀前半～ 18 世紀中頃、皿が 17 世紀中頃～ 18 世紀中頃と考えられる。陶器（第７図

14 ～ 20、第８図 21 ～ 25・27 ～ 31）は肥前系と備前のものがあり、碗・皿・猪口・片口鉢・

擂鉢・火入・灯明皿・壺・甕と様々な器種がある。生産年代は碗や猪口が 17 世紀前半～ 18 世紀

後半、皿は 16 世紀後半～ 17 世紀末、片口鉢が 18 世紀後半で磁器よりやや古いものが含まれる。

　中心飾りが三つ巴文の軒平瓦（第８図 35）は、広島城内では太田川河川事務所地点 SK94 出土

瓦に次ぐ２例目の出土である。軒平瓦（第８図 36）は中心飾りが二葉文と推定され、八丁堀地点

出土例とは均等唐草文の向きと数が異なる新しい例である。

　磁器皿（第７図９）・平瓦（第９図 39・40）は、二次被熱により器表面が泡立ち荒れた状態と

なっており、火災などの影響を受けたものと考えられる。

　寛永通寶（第９図 46 ～ 51）の内、50 のみ「寶」の字の下が「ハ」となる寛文 8 年（1668）

以降に鋳造された「新寛永」である。

第１表　出土遺物観察表（磁器）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位は㎝　［　］は残存値）

番号
出土
位置

種別 口径 器高 底径 特徴

1 裏込石下 磁器　染付碗 10.6 7.5 5.4 外面に菊唐草文と圏線、畳付きのみ露胎。肥前系

2 裏込内 磁器　染付碗 10.6 7.3 4.6 外面に菊唐草文と圏線、畳付きのみ露胎し離れ砂付着。肥前系

3 裏込石下 磁器　染付碗 11.0 ［5.8］ 外面に風景画と二重の圏線。肥前系

4 裏込内 磁器　白磁碗 ［4.3］ 4.4 内面は透明釉、外面は白土（白い泥漿）。畳付きのみ露胎。肥前系

5 裏込内 磁器　染付猪口 6.2 3.6 2.6 外面に退化した梅文・圏線。畳付きから外面見込みは露胎。肥前系

6 裏込石下 磁器　染付小碗 8.2 4.4 3.0 外面に雲文、内面見込に龍文、畳付きのみ露胎。肥前系

7 裏込石下 磁器　青磁皿 ［4.5］ 内外面に青磁釉、口縁上面に口錆。肥前系

8 裏込内 磁器　染付皿 2.65 内面に草花文、外面に圏線。畳付きのみ露胎し離れ砂付着。肥前系

9 裏込内 磁器　染付皿 ［1.8］ 8.8
見込みに山水文、畳付きは露胎し離れ砂付着。二次的な被熱により表面の釉

が泡立つ。肥前系

10 裏込石下 磁器　染付皿 13.6 4.0 8.4
外面に唐草文、内面に唐草文と圏線、底面に「成」「製」の文字と圏線、畳付

きのみ露胎。肥前系

11 裏込内 磁器　染付皿 13.2 3.0 8.0
内面に鳥文・雲文・圏線、内面見込みに五弁花文。外面は青磁、外面見込み

に角渦福・圏線。畳付きのみ露胎。肥前系

12 裏込内 磁器　染付皿 12.4 3.15 7.2
内面に扇文・植物文・圏線、内面見込みに五弁花文、外面は唐草文・圏線。

畳付きのみ露胎。内面見込みに三足付ハマの支え跡あり。肥前系

13 裏込内 磁器　染付皿 13.4 2.4 7.6 内面に斜格子文、見込みは蛇の目釉剥ぎ。畳付きのみ露胎。肥前系
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第２表　出土遺物観察表（陶器・瓦質土器・土師質土器）　　　　　　　　（単位は㎝［　］は残存値）

番号
出土

位置
種別 口径 最大径 器高 底径 特徴

14 裏込石下 施釉陶器　猪口 7.6 4.1 3.8 底面は回転糸切り。釉は灰釉、内外面に貫入あり。肥前系

15 裏込石下 陶胎染付　猪口 6.4 4.3 2.5 釉は灰釉、外面に水仙？　肥前系

16 裏込内 陶器　碗 11.0 5.9 3.8
底部付近は露胎し、回転ヘラケズリ調整、底面見込みは兜巾。釉は

灰釉。肥前系

17 裏込内 陶器　碗 ［3.5］ 6.6 内外面に灰釉。畳付きのみ露胎。肥前系

18 裏込内 陶器　皿 ［2.6］ 4.0
底部見込みから外面高台付近は回転ヘラケズリ、底面見込みは兜巾、

高台断面が三角形。内面～外面上部まで施釉。肥前系

19 裏込内 陶器　皿 ［1.3］ 4.6
底部見込みから外面は回転ヘラケズリ、底面見込みは兜巾。内面見

込みに渦巻状の回転ナデ、灰釉。

20 裏込内 陶器　皿 15.2 3.3 6.6 底部付近は露胎し回転ヘラケズリ調整。釉は灰釉。肥前系

21 裏込内 陶器　皿 ［2.2］ 3.9
底部見込みから外面は回転ヘラケズリ、底面見込みは兜巾。内面は

藁灰釉、砂目積み。肥前系

22 裏込内 陶器　皿 13.8 3.3 5.6

内面から外面にかけて回転ロクロナデ、底部外面は回転ヘラケズリ、

高台端部を面取り。白化粧土が施され、内面見込みに砂目積み。肥

前系

23 裏込内 陶器　片口鉢 ［5.2］ 11.8
内面は刷毛目による波状文。外面は回転ヘラケズリ調整、高台端部

を面取り。肥前系

24 裏込内 陶器　火入 4.8 5.4 調整は回転ロクロナデ。高台を除く外面に灰釉を施釉

25 裏込内 陶器　灯明皿 8.4 11.0 1.85
外面底部は回転ヘラケズリ、他は回転ロクロナデ。かえり部にヘラ

状工具による穿孔

26 裏込内 土師質土器　皿 11.2 2.0 6.4 内外面回転ロクロナデ、底面は回転糸切底。口縁部にスス付着

27 裏込内 陶器　鉢 15.0 ［4.3］ 口縁内面から外面にかけて白土に透明釉を上掛け。

28 裏込内 陶器　壺 14.4 15.2 ［12.2］ 肩部に把手を貼り付け。内外面回転ロクロナデ

29 裏込石下 陶器　甕 12.4 ［5.7］ 内外面回転ロクロナデ

30 裏込内 陶器　擂鉢 29.8 31.2 ［7.0］ 内面摺目 12 本１条。口縁外面に 2 条の沈線。回転ロクロナデ

31 裏込石下 陶器　擂鉢 21.6 22.6 8.4 11.0 摺目 15 本 1 条。見込みの摺目は交差

32 裏込内 土師質土器　釜 ［9.5］ 内外面ヨコナデ、耳取付時ハケ目調整をナデ消し

33 裏込内 土師質土器　鍋 30.6 ［5.2］ 外面はユビオサエ、内面はハケメ。内耳の穿孔方向は上から下方向

34 裏込内 瓦質土器　鍋 24.0 ［5.4］ 外面はユビオサエ、内面は不定ナデ

第３表　出土遺物観察表（平瓦）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位は㎝　［　］は残存値）

番号
出土
位置

瓦当

全長
顎部
厚

平瓦
厚

特徴上弧
幅

下弧
幅

上下
幅

文様区 周縁部 脇区
左

脇区
右

周縁
高左右幅 上下幅 上部 下部

35
裏込
検出
面

― ― 4.4 （9.6） 2.0 1.6 0.7 ― 4.0 0.4 ― 2.1 1.6
三ツ巴文＋均整唐草文（二転）。瓦当上

面はケズリ、凸面はヨコナデ

36
裏込
石下

― ― 4.5 （7.2） 2.1 1.6 0.65 ― 2.6 0.3 ― 1.5 1.05
二葉文？＋均整唐草文（三転）。凹面、

凸面ともにヨコナデ

38
根石
下

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ［14.6］ ― 2.2 凹面端部にヨコナデ

39
裏込
内

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ［9.2］ ― 2.0
凹面端部にヨコナデ。橙色に変色、表面

に融着した砂粒

40
裏込
内

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ［13.3］ ― 1.9
凹面端部にヨコナデ。暗赤褐色に変色、

表面に融着した砂粒
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第４表　出土遺物観察表（丸瓦）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位は㎝　［　］は残存値）

番号
出土
位置

瓦当

全長
丸瓦
厚

特徴
直径

紋様区
径

内区 外区内縁 外区外縁 瓦当
厚径 巴巻 幅

珠紋
幅 高さ

数（個） 径 高さ

37 裏込石下［15.6］［10.4］［5.8］ 右 1.5 （３） 1.2 0.2 3.0 0.3 2.4 ― 2.0
三ツ巴紋、瓦当裏面移行部強いヨコ

ナデ

第５表　出土遺物観察表（石製品）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位は㎝）

番号
出土
位置

種別
推定

全体幅
推定

受皿幅
高さ

物配り
穴径

挽手穴 備考

41 裏込内 石臼 27.6 19.0 13.0 2.6 幅 3.0　高さ 1.8 ～ 2.5　深さ 3.3　 花崗岩

第６表　出土遺物観察表（金属製品）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位は㎝）
番号 出土位置 種別 長さ 幅 厚さ 重さ 備考

42
濠内
黒褐色粘土

金銅製　匙 13.4 6.0　
0.3 ～ 0.6（柄部）

0.1 5.73g
スプーン状の凹みは潰れ、中央部が裂け、外
側へ広がる

43
濠内
黒褐色粘土

金銅製　煙管　吸口部 2.9 0.6 ～ 1.0 0.1 2.35g

番号 出土位置 種別 縦 横 孔の径 厚さ 重さ 備考
44 裏込攪乱 銅銭　「聖宋元寶」 2.36 2.48 0.7 0.1 2.0g

45 裏込攪乱 銅銭　「洪武通寶」 2.35 2.32 0.6 0.15 2.59g

46 濠内下層 銅銭　「寛永通寶」 2.52 2.54 0.55 0.17 2.59g 古寛永

47 裏込周辺 銅銭　「寛永通寶」 2.39 2.40 0.55 0.14 2.89g 古寛永

48 裏込石下 銅銭　「寛永通寶」 2.42 2.42 0.56 0.14 2.28g 古寛永

49 裏込内 銅銭　「寛永通寶」 2.43 2.43 0.58 0.14 3.33g 古寛永

50 裏込内 銅銭　「寛永通寶」 2.47 2.48 0.56 0.12 2.55g 新寛永　初鋳・寛文８年（1668）

51 裏込内 銅銭　「寛永通寶」 2.51 2.51 0.55 0.13 2.89g 古寛永

第７表　出土遺物観察表（木製品）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位は㎝）
番号 出土位置 種別 法量 特徴

52
堀内
暗灰色粘土

下駄 長さ 19.9　幅 5.4　厚さ 2.6
歯は前後それぞれ別造り。鼻緒を通す眼の径は 1.0 ㎝。表の凹みから
右足用

53
堀内
暗灰色粘土

蓋 径 14.5　厚さ 0.8
上面に摘みをはめ込むための幅 0.7 ㎝の溝があり、固定するための釘
穴もある。側面にケズリ痕あり。

54
堀内
暗灰色粘土

曲物
径 13.8 ～ 14.2　高さ 4.0　
底板：縦 10.0　横 11.6　厚さ 0.55

側面には樹皮により接合。底板下面には焼印（横 3.5・縦 6.6）〔丸に
「水」と「岡政」〕

55
堀内
暗灰色粘土

枡 長さ 17.4　幅 11.7　高さ 6.6
各板の厚さ 1 ㎝前後。長辺側面外面中央にわずかに焼印跡残存。底
面と側面に竹釘の打ち直し跡あり。補修を重ね使用。

56 堀内 駒 径 3.5　厚さ 0.65 上面中央に径 0.3 ㎝の凹みあり。側面には稜あり。
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第９図　出土遺物実測図③

（39 ～ 40 S=1/4　42・43 S=1/2　44 ～ 51 S=1/1）
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第 10 図　出土遺物実測図④（S=1/4）
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Ⅳ　まとめ

（１）石垣の時期

　「搦手の外堀」はこれまでの発掘調査成果と文献の検討により、本川（太田川）から京橋川へと

抜ける自然流路（城北川）であったものを堰き止め、外堀として築造したのが福島期とされ、毛利

期の広島城下の絵図「芸州広島城町割之図」と福島期の城郭を示す可能性の高い「広島絵図（元和

五年御入国砌御城下絵図）との比較から「搦手の外堀」の構築時期を福島期と解釈されているが、

発掘調査では石垣裏込層から出土した遺物からは浅野期に相当しており、「搦手の外堀」の堀とし

ての整備時期、その護岸施設としての石垣の構築時期を含めた「搦手の外堀」の築造工程を明確で

きるほどの資料が得られていないのが現状である。

　本調査区内で検出した石垣は根石を含め１段から２段と少ないながらも、約 16 ｍに渡って広い

範囲で石垣の規模を確認することができた。石垣の裏込部分も良好に残存しており、栗石に混じり

多くの遺物が出土した。初鋳年が寛文８年（1668）以降の寛永通寶（新寛永）があり、陶磁器の

年代は攪乱による混入を考慮しても、17 世紀中頃～ 18 世紀中頃の時期が中心と考えられる。また、

裏込内から被熱した遺物（第７図９、第９図 39・40）が出土しており、石垣構築の際に火災後の

廃棄物が混入したと考えられる。どの時期のものかは断定できないが白島での火災の記録は、享保

7 年（1722）春、享保 14 年（1729）3 月、宝暦 12 年（1762）7 月がある。中でも享保 14 年

の火災被害は甚大で、搦手の外堀の北側の侍町の大部分が延焼し、侍屋敷 103 軒、寺２軒、町屋

46 軒を焼失し、この火災の後に火災が城中に及ぶことを防ぐために城濠側の歩行多門の撤去し、

後松原の侍屋敷の移転を行い、馬場兼避災地が設けられている。この火災後の対応を見ると外堀の

手前まで火が及んでいたと十分推測される。

　また、史料によると承応２年（1653）の洪水により「白島並方々堤」が決壊し、本調査区近隣

と推定される井上権丞・井上権丞裏平櫓周辺の石垣が崩れた記録が残っている。広島城及び城下に

及んだ甚大な被害は、幕府に修築願いを届け出て被災した同月より翌年 8 月まで修復普請が行わ

れている。櫓などの城郭の主要施設のある外堀南側の石垣はこの時に修復されたと考えられる。侍

町のある居住区である北側の石垣の再建に関しては、調査地点では洪水の被害を示すものは認めら

れず、浅野期以前の石垣自体を確認することはできなかった。このため、石垣は洪水により福島期

以前の石垣が根石から根こそぎ流出した後に再建された可能性と、新規に石垣を構築した２つの可

能性が考えられる。

　さらに絵図を見ると天明年間（1785）頃とされる広島城下絵図では外堀の北側は「畑」と記さ

れており、明治の図面では宅地となっている。享保 14 年（1729）の火災を期に宅地から避災地（建

物のない空閑地）を経て、再び宅地へと変遷したことが伺える。石垣裏込から出土した遺物等から

石垣が構築された時期は、避災地から宅地へと整備された 18 世紀後半頃と推測される。

（２）西白島地点の石垣との比較

　本調査区の石垣は「搦手の外堀」の北側石垣にあたり、約 300m 西に位置する 1995 年の西白
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島地点の石垣と続く。（第 11 図はこれまでの調査成果と明治期の測量図を合成）太田川から引き

込まれた水は搦手の北堀の北西から南東へ向かい流れていく。

　両地点とも、箱島（白島）と呼ばれた島状地の南側縁辺部にあたる自然堆積層を根切りし、石垣

を積み、裏込めに栗石を入れている。西白島地点では石垣の根石部分が堀底よりも約 80 ㎝深く据

えられている。これは西白島地点が太田川に近く、洪水などにより堀内へ流れ込む水量が多くなっ

た場合、水流の影響を大きく受ける屈曲部分に近い位置であるため、洗
せんくつ

掘を防止するためと考えら

れる。

　両地点ともに、石垣付近の堀底面の高さはほぼ同じで、最下層の堆積量も大差ないことからも堀

内の水の流れは明治 45 年（1912）前後に埋め立てられる前は、ある程度安定したものであった

と想定される。

（３）結語

　今回の調査では、「搦手の外堀」の新たな地点で石垣を確認することができ、広島城の縄張りの

一部を正確に把握する大きな成果を得られた。しかしながら、外堀の構築時期（自然河道から堀へ

改修）、整備時期（石垣の積み直し）は本調査区内の事例だけでは断定できず、更なる事例が求め

られる。部分的ではあるがかつての広島城の姿が明らかになりつつあり、広島城の本来の姿やその

変遷についてより具体的に解明するために更なる調査事例の増加が期待される。
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